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令
和
３
年
度
流
⽔
型
ダ
ム
の
調
査
・
検
討
に
着
⼿

■
川
辺
川
の
流
⽔
型
ダ
ム
に
関
す
る
環
境
配
慮
レ
ポ
ổ
ト
公
表

・
計
画
段
階
配
慮
事
項
と
そ
の
検
討
に
係
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調
査
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測
及
び
評
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の
結
果
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⽅
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必
要
に
応
じ
て

環境影響評価等のスケジュール（案）

令
和
4
年
3
月
25
日
公
表

令
和
4
年
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月
14
日
公
表

令
和
5
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へ
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環
境
影
響
評
価
法
の
補
正
後
の
評
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書
に
相
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・
洪
⽔
調
節
操
作
ル
ổ
ル
の
⼯
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い
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・
試
験
湛
⽔
⼿
法
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・
環
境
影
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・
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⼿
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ダ
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等
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⽰
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・
ダ
ム
の
施
設
等
設
計
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

・
⽅
法
レ
ポ
ổ
ト
に
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す
る
ご
意
⾒
と
対
応
⽅
針︵
案
︶等
に
つ
い
て
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・
環
境
調
査
結
果
の
概
要
の
提
⽰

○川辺川の流水型ダムの環境影響評価については、これまで実施してきたダム関連の工事等による現地の状況も考慮しつつ、環境影響評価法に基
づくものと同等の環境影響評価を実施している。

○環境影響評価の実施にあたっては、環境影響の最小化に向けて、環境影響評価と並行して実施しているダムの施設等設計や試験湛水手法、ダム
の運用等の検討も織り込みながら、環境と構造の技術的な観点から検討を進めていく。

○また、環境影響評価の手続き後においても、更なる環境への影響の最小化に向け、継続的に環境調査を実施し、降雨予測技術の進展等、ダムに
関係する周辺技術の情報収集に努め、ダムの施設等設計や試験湛水手法、ダムの運用等の検討を追求していき、環境保全措置等を実施したうえ
で、事後調査を実施し、必要に応じて対策を検討していく。

・環
境
保
全
措
置
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後
調
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ム
の
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検
討
を
追
求
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更なる環境影響の最小化に向けた技術的検討の進め方

○環境影響の最小化に向けて、環境影響評価と並行して実施しているダムの施設等設計や試験湛水手法、ダムの運用等の検討も織り込みながら、
環境と構造の技術的な観点から検討を進め、現時点での知見を最大限反映した準備レポート（評価レポート）を取りまとめる。

○環境影響評価の手続き後においても、学識経験者の指導や助言を頂きながら、更なる環境への影響の最小化に向け、継続的に生物や濁りなどの
水質環境調査、並びに、数値計算や各種実験を実施し、降雨予測技術の進展等、ダムに関係する周辺技術の情報収集に努め、ダムの施設等設計
や試験湛水手法、ダムの運用等の検討を追求していく。

○検討した結果については、技術的検討レポート（ver○）【仮称】として、公表・周知していくとともに、技術的な検討結果を記録し継承していく。
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■
環
境
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響
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影
響
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ト
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⽅
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各種
レポート

技術的
検討

・大型水理模型実験や数値計算による生物の移動
経路、流砂環境の検討

・動植物、水質等の調査による生態系の把握 等

・河床変動計算による生物の生息・生育・繁殖環境
の変化の把握

・現地模型や地域の協議会による洪水調節地の利活用・維持管理方法の具体的な検討

■
技
術
的
検
討
レ
ポ
ổ
ト

︵ver.

○
︶︻
仮
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︼公
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■
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検
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■
環
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影
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公
表

環境影響の最小化に向けた
技術的な検討

事業完了までに
必要に応じて
複数回公表

予定

︻
供
⽤
後
︼

■
継
続
的
な
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

及
び
必
要
な
対
応

流水型ダム環境保全対策検討委員会 技術検討会【仮称】

環境影響評価手続き

フォローアップ
委員会

・流水型ダムの運用による河床材料変化や薄濁りも含む濁りの影響検討

・ダムの基本的諸元（放流設備や減勢工等）を踏まえた大型水理模型実験及び数
値計算によるダム上流河道等の詳細な検討、流木捕捉施設の配置等の検討

・気候変動等による降雨や水温、生態系の各種モニタリング等を踏まえた試験湛
水計画の検討等

※必要に応じて適宜開催を想定


